


2 7 6 0地区散歩

表紙のお話

 CONTENTS

鬼と赤ちゃん

大須観音の寺宝は鬼の面です。節分では「鬼は外」は
禁句です。名古屋大須ＲＣ主催・第１回大須なう
フォトコンテスト特賞作品、田井中道夫氏
「怖くないの？」コロナウイルスも鬼に退治して
もらい 明るい未来が来ますように。

日天も祝す
大須観音は一年を通じて多くの人が訪れます。そして この朱色の大提灯も必ず目にしているはずです。
名古屋大須ＲＣ主催・第４回大須なうフォトコンテスト優秀作品、笠原治郎氏「日天も祝す」

  1  2760地区散歩・表紙のお話
 ２  Governor’s Message
 ４  月間に寄せて「ロータリー財団月間」
 ５  月間に寄せて「世界インターアクト週間」
 ６  ガバナー活動報告「子ども食堂寄付金贈呈式 （9/23）」
 ７  ガバナー活動報告「米山クラブ委員長会議 （9/24）」
 ８  ガバナー活動報告
　　「ＲＬＩ会長エレクト研修パート１ （9/27）」
 ９  ガバナー活動報告「危機管理セミナー （10/9）」

10  ハイライトよねやま
12  財団室NEWS
20  コーディネーターニュース
22  風の便り
24  バギオだより
26  2020-21年度会員増強報告
28  地区大会のご案内

1    GOVERNOR'S MONTHLY LETTER November 2020 | 2020-21 Rotary International District 2760



  

第2760地区

　いつも申し上げている通り、今年度は、DDF関連だけで５１プラス前倒しで新型コロナ１４の６５のプロジェクト
が行われ、これは、過去最高水準です。地区内でも中部経済新聞、中日新聞、朝日新聞や地域紙、CBCテレビ
などのテレビ局にも取り上げられています。ロータリースピリットは健在です。
　年度内にはこうしたクラブ奉仕事例をまとめた小冊子をつくり、「隣のロータリークラブ」がどんな活動を
しているかをその中で紹介したいと考えています。ロータリーの会員数が伸び悩んでいるのは、「ロータリアンが
ロータリーのことをよく理解していないから！」と２０１３年のRI調査では指摘されています。
そして、クラブ運営に関しましては、地区研修・協議会登録者にお配りした永久保存版ビデオの中の山形
２８００地区、寒河江ロータリークラブ・RI研修リーダーの鈴木一作PDGの映像などを参考にしていただければと
思います。当地区では会員増強についても７月～９月は９１名増加して、９月末で４８３２名の会員をこの地区は
擁しており、国内トップです。
　さて、１１月はロータリー財団月間です。
ロータリー財団は、１９１７年にアトランタ国際大会でアーチ・クランフRI会長が財団基金の提案を行い、
同年最初の基金２６ドル５０セントがカンザスシテイ・ロータリークラブから寄せられました。１９２８年
ミネアポリス国際大会で正式にロータリー財団と名付けられましたが、財団の標語は「世界でよいことをしよう」
で、ちょうど１００年後の２０１７年に同じアトランタ国際大会で財団１００周年を記念した行事が行われ、
私もちょうどその時大会に参加、巨大な１００周年の鐘を見ることが出来ました。
ロータリー財団の目的はクラブレベルの寄付を奨励し、また、財団の活動を広報することです。ロータリー
財団の父、アーチ・クランフは「われわれは、この財団を今日、明日の時点ではなく、何年、何世代の尺度で
見つめるべきである。何故ならロータリーは幾世紀にもわたる運動だからである」と述べています。

　重要行事であるガバナー公式訪問も終盤戦になり
ましたが、訪れたクラブの皆さんには大変温かい
「おもてなし」をいただき感謝に堪えません。
　また、この新型コロナ禍ではありますが、世間の
反応も少し落ち着き「WITH　コロナ」に向けて、
クラブの会長・幹事さんも創意工夫を繰り返しながら
例会を開催されています。頭の下がる思いです。
ロータリーは「人生道場」とも言われます。是非、新型
コロナに配慮しながらも例会を積極的に運営していた
だけるようお願いいたします。また、公式訪問に際しては
クラブ会員の皆さんに１. 地区大会全員登録 ２. MY
ROTARYの登録活用 ３. 財団・米山奨学基金への寄付
４.台北国際大会への参加の４つをお願いをしております。
どうかよろしくお願いいたします。

１１月はロータリー財団月間です。
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第2760地区

　基金が大きくなったのは、ロータリーの創設者ポール・ハリスが１９４７年に逝去、その後の１８か月間に
１００万ドル以上が財団へ寄せられてからです。そして、それは「ロータリー財団国際親善奨学金」として
学生への援助などに使われました。
　さらに、大きな動きとして１９８５年に始まったポリオプラスでは、１９８８年に３５万人いた世界の
ポリオ患者が、今や数十人になっています。今年アフリカのポリオも根絶されました。後はアフガニスタン、
パキスタンを残すのみです。「ビル＆メリンダ・ゲイツ財団」の協力もあり、２０億人の子供がポリオの
脅威から免れて成長できたのです。根絶活動に拍車がかかります。
　また、近年７か所のロータリー平和センターに奨学生を送るロータリー平和フェロー奨学金や６つの重点
分野を学ぶグローバル奨学金により、多くの若者が世界平和に直結する学問を学んでいます。前年度はウガンダの
マケレレ大学に当地区からの資金で７番目の平和センターが開設されました。その他GSE【研究グループ交換
（Group Study Exchange）】・ VTT【職業研修チーム(Vocational Training Team）】も世界の平和に
貢献してきたプログラムです。
　ところで、やはり、革新的だったのは、２０１３年に「ロータリー新補助金制度」が実施されたことでしょう。
財団未来の夢計画（Future Vision）です。これにより地区やクラブの奉仕事業が大きく展開できるように
なりました。DDF（地区補助金、グローバル補助金）をしっかり使って奉仕いただきたいと思います。
　因みに当地区では、今年度の地区補助金は財団の朱宮委員長から「もう、すっからかんです！」と言われるまで
活用されました。グローバル補助金も大いに利用されています。次年度からは７番目の重点分野に「環境保全」
も入ります。今からプランを練って下さい。
　一方で、その原資になる寄付も重要です。今から３年後のロータリアン達のために是非、寄付の方もよろしく
お願いします。
　１１月のロータリー財団月間には資金推進委員会が皆さんのクラブに卓話に回ります。寄付メニューには
PHS（ポール・ハリス・ソサエティ）などの参加しやすいものもあります。新型コロナで忘れがちですが、
今年は「日本のロータリー１００周年」です。
　また、大口寄付では、実は、ゴルフの世界帝王ジャック・ニクラウスの個人レッスンがインセンティブとして
ついていました。ロータリアンにはゴルフ好きな方が多いので、この企画は垂涎でしょう。残念ながら今年度は
新型コロナ禍で中止になりました。次年度以降行われるかどうかは財団にお問い合わせください。ゴルフ愛好家、
一生の思い出になるでしょう。
　最後に、直近の朗報ですが、これまでほとんどロータリーの名前を冠してマスコミに取り上げられなかった
エンド・ポリオですが、今回、２７５０地区東京・三鷹ロータリークラブ主催の「ポリオ根絶オンライン
チャリテイーコンサート」のニュースが１０月２４日（土）の実施に先立って１７日（土）にNHK総合テレビ
首都圏ニュースで紹介されました。
　辰野RI理事、ロータリー公共イメージコーディネ―タ―（RPIC）の働きかけの成果です。

岡部
国際ロータリー第2760地区
2020－21年度ガバナー
名古屋北ロータリー所属 岡部　 
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第2760地区

ロータリー財団月間（The Rotary Foundation Month）

ロータリー財団は、1917年米国ジョージア州アトランタで開催された
国際大会で第７代のＲＩ会長であるアーチＣ.クランフが「世界的な規模で
慈善・教育・その他社会奉仕の分野でよいことをするために基金をつくろう」
と提案したことに始まりました。そして、1928年、ミネソタ州ミネアポリスの
国際大会で、この基金はロータリー財団と名づけられました。ロータリー財団は、
いわゆる恐慌が世界中で影響を及ぼし始めた1930年に最初の補助金を授与し、
この事はロータリー財団の歴史を振り返ると現在のポリオプラスを予感させる
ように感じられます。
　1964-65年度、ＲＩ理事会と財団管理委員会は毎年11月15日を含む1週間を
ロータリー財団週間とすることを定め、その後、1983-84年度に11月を
ロータリー財団月間と定めました。財団の奨学金プロジェクト、人道的
プロジェクトについての知識と理解を深め、財団の推進に役立つプログラムを
実施するためのＲＩ理事会指定の月間です。今年もロータリー財団委員がご依頼いただきましたクラブ例会に伺い
財団についてお伝えさせていただきますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

朱宮 新治ロータリー財団委員会委員長
国際ロータリー第2760地区

https://www.rotary2760.org
国際ロータリー第2760地区ロータリー財団委員会

EVERY ROTARIAN
EVERY YEAR

　創立以来、ロータリー財団は教育の支援や持続可能な成果を
生み出す人道的支援プロジェクトに30億ドルもの資金を提供
してきました。当地区においては、今年度、51クラブより
地区補助金の申請をいただき進行中です。また、新型コロナ
ウイルス（COVID-19）に関連した事業にも、数多くのクラブ
より申請をいただき23件のプロジェクトを完了しました。
さらに、グローバル補助金についても、奨学生をはじめいくつかの
プロジェクトに利用されています。
　ラビンドランロータリー財団管理委員長は「財団は、ロータリー
会員の財産であり、財団は人々の人生を変える」と述べられて
います。これからも是非財団への関心を深めていただき、
さまざまな活動に積極的に参加していただきますようお願い
申し上げます。

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER November 2020 | 2020-21 Rotary International District 2760    4



第2760地区

『世界インターアクト週間によせて』

インターアクトクラブ（以下IAC）の歴史は、1959-60年度のRI会長
ハロルド・トーマスが、世界中の青少年が共に活動できるような組織を
作ろうと、1960年に5人のロータリアンからなる委員会を発足させました。
2年後のRI理事会で初めてIACの発足が認証されました。世界最初のIACは、
アメリカ・フロリダ州メルボルンRCの提唱により10月28日に23人で
スタートしたメルボルン高校IACです。その後、IACは次々と広がっていき、
現在では世界で11,000以上のクラブに468,000人以上の青少年の会員が、
インターアクト活動を通じ国際理解と親睦の輪を広げています。インターアクト
という名称は、「インターナショナル」（国際的）と「アクション」（行動）
という2つの語が複合されてできた名称です。現在、150以上の国や地域に
存在しています。

　日本最初のIACは、1963年6月27日に結成された宮城県の仙台育英高校IAC
です。当地区最初のIACは、1964年10月9日に認証されました豊川高校IACです。現在当地区には、19のIAC
があり、提唱RCは26クラブです。地区内IACの人数は630人で、国内でも最大の生徒数となっています。
　当地区では、IAC海外派遣研修を毎年おこなっています。（通算32回）
海外でのホームステイ・高校での体験事業・小学校での日本文化の紹介・異文化交流などを通じて、参加者に
とってよい体験が得られています。各IACの活動は地域イベントでの支援交流、福祉施設でのボランティア活動、
清掃活動など様々な分野で裾野を広げています。最近では、提唱RCとの共同活動事業として取り組んでいる
ところが増加しています。このようにIAC活動を経験されたインターアクターが、将来のロータリアンとして
1人でも多く仲間として活躍する日がくるのを期待しております。

奥田 法行インターアクト委員会委員長
国際ロータリー第2760地区
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第2760地区

塩谷 和久

　「名古屋市内25RC社会奉仕委員長会議」をご存知でしょうか？
名古屋市内の西名古屋分区と東名古屋分区の、合わせて25のロータリー
クラブが集まって、合同で社会奉仕事業を行っています。
この25RCの会の社会奉仕事業である「コロナ禍における生活困窮者

支援」により、子ども食堂のみならず、職を失った母子家庭の方々、
就労困難な外国籍の家庭の方々等の生活困窮者にも食料支援が届きます。
　今回は、コロナ禍の中の緊急措置として25RCの会から、支援金
100万円を出して戴きました。名古屋名東RCのあいち子ども食堂
ネットワークRCC活動と、社会福祉協議会との協働で、地区内の
子ども食堂の活動を通して、支援金で購入する食料を、生活困窮者に
届けます。
　9月23日に、ガバナー事務所にて贈呈セレモニーがありました。岡部ガバナー、照井ガバナー補佐、伊藤地区
幹事のご参列のもと、セレモニーが執り行われました。
　名古屋市内25RC社会奉仕委員長会議主幹の名古屋RC代表、RCC提唱クラブの名東RC代表、名古屋市社会福祉
協議会の代表者、子ども食堂の運営者の皆さん、その他奉仕関連の委員会メンバー、公共イメージ向上委員会の
メンバーも参加され、CBCテレビ、中日新聞、朝日新聞等のメディアの方々にもおいで戴き、セレモニーが進行
していきました。
　支援金を受けた「つなぐ子ども未来」の代表の安藤綾乃さんからは、「本当に困っている生活困窮者に食料を
お届けしたい」とご挨拶がありました。
　RI第2760地区内には、名古屋市内に41か所、愛知県内に66か所の子ども食堂が
あり、現在のコロナ禍の状況では、子ども食堂の開催も儘ならない状況で、食料配布に
切り替えて活動中との事です。地区内各クラブの中には、既に子ども食堂に対して
支援活動を進めているクラブがいくつもあるようです。是非とも、この支援活動が
地区全体に広がるよう、地区社会奉仕委員会としても様々な活動を進めて参ります。
各クラブでもコロナ禍で、なかなか社会奉仕活動を進めるのが難しい状況かと
思いますが、このような活動も是非ともご検討下さい。

国際ロータリー第2760地区
地区社会奉仕委員会委員長

ガバナー活動報告
「名古屋市内25RC社会奉仕委員長会議　社会奉仕事業支援金贈呈式」のご紹介
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第2760地区

山田 直樹

　当日、キャスルプラザ名古屋にて、2760地区米山記念委員長会議、
第24回2760地区米山学友会総会を開催しました。今年は、地区米山
記念奨学委員会では、1月に面接試験を実施し新奨学生の合格を決めた後、
コロナの影響で3月の修了証書授与式、4月のオリエンテーション、5月の
春の研修旅行を中止しました。その結果今年の奨学生達はまだ一度も
一同に会する機会がなくて、何とかこの機会に奨学生に集合して
もらいたいと願っておりました。状況を見つめながら慎重に検討を
重ねて、当日は様々なリスク回避に努めて、懇親会も割子弁当を食べて
いただくという形で、第5部で奨学生の自己紹介を行いました。1名
2分間のスピーチでお願いしましたが、最初緊張した表情の奨学生が
多かったですが徐々に雰囲気になれて、非常に和やかな顔で今思って
いること、将来めざすこと等を語ってくれました。11月14日に秋の研修旅行に代わる懇親会を開催する予定です
ので、たくさんの奨学生に参加してもらいたいと思いました。1部の委員長会議では岡部ガバナー、服部米山記念
奨学会選考学務委員、神野米山奨学会評議員のご挨拶をいただき、各パートに分けて委員長の皆様に現状の説明を
させていただきました。また3名の奨学生が9月に修了することになり、その場で修了証書を渡すことができた
のも嬉しい限りでした。その他クラブ寄付金累計3000万達成が3クラブ、6000万達成クラブが3クラブあり
それぞれのクラブに感謝状が米山奨学会から贈られました。学友会総会は林会長以下30名の出席でスムーズに
行われました。大変良かったと思います。最後恒例の記念撮影を行いたかったですが、今回は断念しました。
これから奨学生がそれぞれの世話クラブと良好な関係を築いていってくれることを願ってやみません。大変長時間の
会議になりましたが、途中で退席される方も少なく盛況のうちに閉会できました。皆様のご協力に感謝申し上げ
ます。

国際ロータリー第2760地区
米山記念奨学会委員会委員長

ガバナー活動報告
「米山委員長会議9月24日」を終えて
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第2760地区

古田 嘉且

　第１０期２７６０地区ＲＬＩ会長エレクト研修パートⅠが、９月２７日
（日）午前１０時より、クラブ会長エレクトを受講対象者として、
岡部　ガバナーを始めとする多数の地区役員の皆様にご臨席賜り、
星城大学名古屋丸の内キャンパスに於いて実施されました。
　新型コロナウィルス感染症対策を徹底する中、全員で密集するような
場面を避け、岡部　ガバナーと沓名俊裕ガバナーエレクトには、
各教室を巡回する形で、ご挨拶を頂きました。
　岡部　ガバナーは、「ＲＬＩはロータリーの指導者開発。各クラブの
実情を知り、同期会長の意見を聞いて、情報交換の場とし、意識
を高めて頂くことが目的である。」
　また、沓名俊裕ガバナーエレクトは、「ロータリーは大きく舵を切り
始めている。会長エレクト研修で、ロータリーの過去と現在、そしてロータリアンとしてのリーダーシップを
学び、多くの方々とアイディアを交換してほしい。」とのご挨拶をされました。
　各教室では、出席者の名刺交換の後、「リーダーシップ」「ロータリー活動の理念」「職業奉仕」「ロータリー
財団」「会員増強」「奉仕プロジェクト」の６分科会にて、１セッション５０分間の分科会を６セッション同時
進行にて行いました。
　研修を終えた出席者からは、「会長エレクトとしての心構えが出来た」「他クラブの実情、考え方等を知る
ことが出来、参考になった」「比較的突っ込んだディスカッションが出来、勉強になった」等の感想があり、
概ね好評でした。
　会長エレクト研修は、後２回を予定しています。今後とも地区研修実行委員会の活動に、皆様のご理解、
ご協力をよろしくお願い申し上げます。

国際ロータリー第2760地区
地区研修実行委員会委員長

ガバナー活動報告
「第１０期　２７６０地区ＲＬＩ会長エレクト研修　パートⅠ」開催報告
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第2760地区

寺本 善雄

　本年度の危機管理セミナーを10月9日（金）に開催しました。コロナ禍の
中、新しいセミナーの実施形態に挑戦する意味も込めて、Zoomによる
リモート形式で実施しました。大規模なセミナーのリモートによる
開催は初めての経験であり、準備の段階から戸惑いと苦労の連続
でしたが、登録者数89名中86名の参加を得て成功裏に終了することが
でき、リモート開催の有効性を示すことができたと思います。
　さて、今回のセミナーはテーマを「安全・安心な青少年奉仕活動を
目指して」とし、そのためには現代の青少年が置かれている状況を
良く知ることが肝要と考え、「セクハラ・パワハラ」「非行・犯罪」
「災害、健康・安全」の3つの分野で、危機管理委員会外部委員の
先生方に講演をいただきました。
　木下薫先生には、「“ケイコとサトル”の事例から学ぶ女の気持ち、男の気持ち」と題して、参加型の
ワークショップをリモート講演という形で実施していただき「“男はこうあるべき”“女はこうあるべき”という
固定観念を変え対等な関係を作るとセクハラ、パワハラを防ぐことができる」とのお話をしていただきました。
　梶浦正俊先生からは、「非行を生み出す原因として、問題のある家庭環境や、いじめ、虐待、またインターネット
SNSの有害情報がある。そして非行を防ぐには、愛情を持って子供に接する、優しく時には厳しく、また子供の
居場所づくりが大切」とのことでした。
　加納秀記先生からは、「“災害派遣医療チームDMAT”のメンバーとして、東日本大震災、熊本地震、
北海道胆振地震における医療支援」のお話、「行政と医療機関の連携体制を日頃からの準備しておくことの
重要性」、またダイヤモンド・プリンセス号におけるコロナ対応の経験などから、「“Withコロナ”の時代、
マスク着用など感染予防対策を取りつつ、経済を回していくことが重要」とのお話をいただきました。
今後の青少年奉仕活動の展開に大いに役に立つ内容になりました。

国際ロータリー第2760地区
危 機 管 理 委 員 会 委 員 長

ガバナー活動報告
危機管理セミナー報告
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. 米山月間はなぜ  月？
国際ロータリー理事会が指定したロータリー

の特別月間に加え、日本独自の月間テーマとし

て、10 月は米山月間となっています。なぜ、10

月なのでしょうか？ 

1975 年 8 月、米山梅吉翁が逝去した 4 月 28

日までの 1 週間を「米山週間」とすることが決

定しました。ある地区ですでに行われていた強

化活動を全国へ広げ、米山奨学事業を促進する

ことが目的でした。しかし 1980 年度になると、

米山週間は4月から10月 1日～7日へと変更さ

れました。その理由はいくつかあります。一つ

には「ロータリー雑誌週間」が 1978 年度から 4

月となり、重なってしまったこと。また、4 月で

は各クラブへ送付される事業報告書などの資料

数字が約 1 年前のものとなることや、採用され

たばかりの奨学生に卓話を依頼することに無理

がある、ストが多い、などの現実的な支障があ

ったためです。そして何よりも、東京ＲＣによ

る米山基金から日本全地区クラブの共同事業と

する決議や合意が行われた地区大会が、いずれ

も 10 月だったこと、これが大きな理由とされて

います。 

1983 年からは週間制度が「月間」となり、10

月が米山月間として定着し、今に至っています。 

. 米山月間の工夫
10月の米山月間には、ガバナーの方針のもと、

各地区米山奨学委員会や各クラブにおいてさま

ざまな方法で推進がされています。事業理解の

促進に最も効果的なプログラムは、なんと言っ

ても米山奨学生の卓話です。しかし、今年は新

型コロナウイルスのため、例会そのものが休会

だったり、感染拡大防止の観点から奨学生のク

ラブへの卓話派遣を見合わせている地区もあり

ます。

第 2680 地区（兵庫）では今年度、各クラブで

の奨学生卓話を中止するかわりに、奨学生一人

ひとりの自己紹介、日本で学びたいと思った理

由、研究内容や将来の目標などのメッセージ動

画を 1 枚のＤＶＤにまとめ、米山月間に合わせ 

て地区内全クラブ

へ配布することを

決定しました。 

そのほか、当会

が発行する恒例の

『豆辞典』も毎年

少しずつ内容を変えており、説明用パワーポイ

ントを当会ＨＰで公開しています。さらに今年

度の月間資料では、新しく発行した『米山学友

の群像 学友会特集号』も各クラブへ送付してい

ますので、ぜひ併せてご活用ください。

.   寄付⾦速報 ― 米山月間にご協力を！ ―
9 月までの寄付金は前年同期と比べて 5.7％

減（普通寄付金:5.2％減、特別寄付金:6.2％

減）、約 2,200 万円の減少となりました。 

7～9 月の累計額を過去 10 年間の実績と比較

すると、東日本大震災後にあたる 2011～13 年

度の 3 年間を除き、今年度の寄付額は下回って

います。新型コロナウイルスによる景気低迷が

どのくらいの期間影響するか見えない部分が大

きいですが、10 月の米山月間にはぜひ、当米

山記念奨学事業へのご理解とご支援をお願いい

たします。戦後、日本のロータリアンが「国際

親善と世界平和に寄与したい」との思いでつく

り育てた奨学事業は、今、皆さんの手の中にあ

ります。

Vol.
2020 年10 月12 日 

発 行 

◀ 第 2680 地区米山記念
奨学委員会が制作した
DVD

米 山 月 間 10 月は 
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. ミャンマーの子どもたちに手洗い習慣を
ミャンマーでは 9 月以降、国内の新型コロナ

ウイルス感染者が急増しています。同国政府は

ヤンゴン管区全域のセミロックダウン、流行地

域からの移動制限など、感染拡大に歯止めをか

けるべく対策を強化しています。

今年度、新型コロナウイルスへの対策プロジ

ェクトを立ち上げているミャンマー米山学友会

では、子どもたちに手洗い習慣を身に付けてほ

しいと、今年 7 月から 8 月にかけて僧院学校 6

校（ヤンゴ

ンおよびマ

ンダレー地

区で各3校）

に手洗い場

計45台を設

置。僧院学

校とは、地元民のお布

施によって運営され、

孤児や貧困層の子ど

もたちが多く学ぶ学

校です。僧侶や校長か

らは、「コロナの影響

で学校を支えてくれ

る支援者が減ってい

るなか、今必要不可欠

な手洗い場を寄贈し

ていただいた」と、感謝の言葉をいただいたそ

うです。このほか、会員が持ち寄ったお金で、

ヤンゴンとマンダレーの各医療施設へ計 380 万

チャット（約 31 万円）を寄付しました。ケイカ

イン ウィントウラ会長は「学友会の会員や有志

の寄付者からのお金を、本当に必要な場所へ届

けるのが会長のつとめだと思っています」と、

笑顔で語ります。

.   地区米山委員長対象 Web 相談会を開催
当会では年に 2 回、次年度の地区米山記念奨

学委員長を対象とするセミナーを開催し、事務

手続きや年間スケジュールを確認しながら、ケ

ーススタディと推進のアイデアを共有する場を

設けています。 

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、9月 25・28・29 日の 3日間にわたって Zoom

を使ったオンラインでの相談会を開催。コロナ

のために日本へ入国できないでいる奨学生への

対応や、地区への特別補助費、8 月から当会で

施行された「個人情報の保護及び管理に関する

規程」、よねやま親善大使やホームカミング制度

などについて事務局から説明したあと、質疑応

答や参加している他地区との情報交換が行われ

ました。 

いずれの地区も、奨学生を含む懇親会・研修

会の開催やその対策、年末年始からスタートす

る次年度奨学生の面接選考の方法などについて、

頭を悩ませている様子が伺えました。当会事務

局では今後 3 日間の質疑応答のまとめを作成し

て配布し、役立てていただく予定です。 
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ポリオプラス 

【世界ポリオデー 大きな達成に焦点】 
ロータリーによる 2020年世界ポリオデー（10月 24日）の特別

オンラインプログラムは、アフリカ地域における野生型ポリオ

根絶の認定という歴史的達成事項にスポットライトを当てます。 

パラリンピック選手で、今年のプログラムの共同ホストとなるアデ・アデピタ

ン氏にとって、この快挙は特別な意味をもちます。幼少期にポリオにかかっ

たアデピタン氏は、「私はナイジェリア生まれなので、この達成を心から嬉し

く思う」と述べ、小さいときからこの日を待ち望んでいたと述べました。

記事の続きはこちら

オンラインプログラム

は End Polio Now

ウェブサイトから視聴

できます。（約 30

分）

【公衆衛生の探偵たち】 
2014年 7月 20日、人口千万人を超える大都市ラゴス（ナイジェリア）の空

港で、リベリア系アメリカ人の男性が突然倒れました。その 3日後、この男

性はエボラ出血熱と診断され、同国で初のエボラ患者となりました。世界の

主要都市のひとつでエボラウイルスが確認されたことは、「破滅をもたらす

都会でのアウトブレイク（疫病の流行）」（米国のある当局者）へのシナリオで

あると思われました。 

しかし、最悪の大流行は免れ、終息のカギとなったのは、ロータリーが支援

する「ポリオ根絶プログラム」、特にナイジェリア政府と他団体の間に築かれ

た強いパートナーシップ、およびポリオ根絶のために築かれたインフラでし

た。 記事はこちら 

【野生型ポリオウイルスによる症例数】 
掲載サイト： GPEIウェブサイト（英語） 

2020年 

1月1日～ 

10月21日 

2019 2018 2017 

常 

在 

国 

パキスタン 79 147 12 8 

アフガニスタン 53 29 21 14 

世界合計 132 176 33 22 

ＲＩ日本事務局

財 団 室
ＮＥＷＳ

2020年11月号 
ロータリー財団月間

発行日 10月28日

RIレートは、My ROTARYから随時

ご確認いただけます。 

My ROTARY RIレート  

寄付送金明細書 

寄付・認証 ロータリークラブの手引き 

寄付総額 世界上位3ヶ国 

2020年10月24日現在 

アメリカ ＄ 15,663,387 

韓国 ＄ 6,706,961 

日本 ＄ 4,884,579 

日本の状況 

冠名基金数 205 

※地区、クラブが設立した冠名基金含む 

AKS会員数 48 

PHS会員数 1010 

2020-21年度 

目標（世界） 

・年次基金：1億3,500万ドル

・ポリオプラス基金：1億5,000万ドル

（ゲイツ財団から2倍の金額の上乗せ

含む）

・恒久基金：8,500万ドル（2025年まで

に20億2,500万ドル）

・その他の現金寄付：4,000万ドル（グ

ローバル補助金への現金拠出等）

・全体（上記合計）：4億1,000万ドル

目標（日本） 

・年次基金：一人当たり 150 ドル

・ポリオプラス：一人当たり 30 ドル

・恒久基金：冠名基金を各地区１件以

上設立

・大口寄付：1万ドル以上のご寄付

100件、AKS10名増（日本全体）

・ポリオプラスへ DDFの 20％を寄贈

・ロータリー平和センター、重点分野

へ DDF寄贈

・各地区が DDFを使い切る

・グローバル補助金・地区補助金の活

用の促進

・ロータリー平和フェローシップの推進
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https://www.youtube.com/watch?v=Rp5Cg1I4OeE&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=Rp5Cg1I4OeE&feature=youtu.be
https://www.rotary.org/ja/african-region-declared-free-of-wild-poliovirus
https://www.rotary.org/ja/african-region-declared-free-of-wild-poliovirus
https://www.rotary.org/en/node/7244
https://www.endpolio.org/ja/shi-jie-poriode
https://www.endpolio.org/ja/shi-jie-poriode
https://www.rotary.org/ja/disease-detectives-public-health-crisis-contact-tracers-are-on-the-case
http://polioeradication.org/polio-today/polio-now/this-week/
https://my.rotary.org/exchange-rates
https://my.rotary.org/ja/document/piif-contribution-form-rotarians-clubs
https://1drv.ms/u/s!Am5vZ-rEzAfog18lz_rnOHFCrYT_?e=YSxguw
https://www.endpolio.org/ja/shi-jie-poriode


お知らせ 

ロータリーは、会員にとって安全かつ適切な決定を行うために、世界保健

機関（WHO）と米国疾病対策センター（CDC）による最新情報と勧告を注意

深くモニタリングしています。ロータリーの運営、イベント、会員に対する新

型コロナウイルス（COVID-19）の影響について、最新情報をこちらからお

読みください。

My ROTARY 

母校への思い 

異文化間スキルを生かして公衆衛生を守る 

ロータリーボイス

クラウドファンディングの力：新型コロナ禍の食糧安全保障に取り組む

寄付・認証 

【ロータリー財団寄付認証バナーと感謝状】 
各地区へ 2019-20年度ロータリー財団寄付認証バナーと、End Polio 

Now感謝状を発送いたしました。このバナーと感謝状は、認証資格を得た

クラブに贈呈していただくものです。

⚫ 年次基金への一人当たりの寄付額上位 3 クラブ

⚫ 「Every Rotarian, Every Year」クラブ

⚫ 100％ロータリー財団寄付クラブ

⚫ End Polio Now:「歴史をつくるカウントダウン」キャンペーンの感謝状

対象となるクラブは、同封のリストに表示されています。認証バナーを贈呈

する際には、同封のクラブ宛のお祝いの書簡を添えていただくようお願い

いたします。（書簡の文中に「ポリオ撲滅活動」という表記が含まれています

が、正しくは「ポリオ根絶活動」となります。表記が誤っておりますこと心より

お詫び申し上げます。） 

皆様からの大きなご支援に心より感謝申し上げますとともに、感謝の気持ち

を会員の皆さまにもぜひお伝えいただければ幸いです。 

※DDFの 20%以上をポリオプラスへ寄贈してくださった地区への感謝状

は、別途送られる予定です。

認証品の発送再開 

新型コロナウイルスの感染拡大と業務への影響により、発送を見

合わせておりましたポール・ハリス・フェローやべネファクター等の

認証品を、順次発送再開しております。 

到着までお時間をいただきますが、何卒ご理解くださいますよう

お願いいたします。 

リソース

＜My ROTARY＞

Rotary.org利用にあたってのリソース

「My ROTARY」アカウント登録方法

ブランドリソースセンター

ロータリーの日本語フェイスブック

ロータリーボイス

組織規定 

管理委員会の決定 

ロータリーのプライバシーの方針

EU一般データ保護規則（GDPR）につ

いて 

＜資料＞ 

財務報告 

年次報告（オンライン版） 

携帯用カード 

ロータリー財団参照ガイド

地区ロータリー財団委員会要覧 

地区ロータリー財団セミナーの手引

（zip） 

寄付・認証 ロータリークラブの手引き 

ウェビナー「クラブのためのよくわかる

寄付と認証」（ppt） 

＜各種レポート＞ 

My ROTARYにログインをすると、 

「各種レポート」から、役職に応じてレ

ポートを閲覧できます。 

⚫寄付者履歴レポート

⚫ PHF とベネファクターレポート

⚫ クラブ認証概要レポート（CRS）

⚫ メジャードナー/アーチ C. クランフ・

ソサエティ/遺贈友の会レポート

⚫ PHS レポート

⚫月次寄付レポート（MCR）

⚫地区ファンドレイジング分析

⚫補助金に関するレポート  など

レポートの閲覧方法はロータリークラブ

の手引きｐ.36をご参照ください。
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https://www.rotary.org/ja/covid-and-our-members
https://www.rotary.org/ja/love-alma-mater
https://www.rotary.org/ja/using-cross-cultural-skills-protect-public-health
https://rotaryblogja.org/2020/09/16/%e3%82%af%e3%83%a9%e3%82%a6%e3%83%89%e3%83%95%e3%82%a1%e3%83%b3%e3%83%87%e3%82%a3%e3%83%b3%e3%82%b0%e3%81%ae%e5%8a%9b%ef%bc%9a%e6%96%b0%e5%9e%8b%e3%82%b3%e3%83%ad%e3%83%8a%e7%a6%8d%e3%81%ae%e9%a3%9f/
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learn-topic/rotaryorg-resources
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/158736
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP
http://www.facebook.com/RotaryJapan
https://rotaryblogja.wordpress.com/
https://www.rotary.org/myrotary/ja/governance-documents
https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/about-rotary/trustee-decisions
https://my.rotary.org/ja/privacy-policy
https://my.rotary.org/ja/what-you-need-know-about-new-data-protection-rules
https://my.rotary.org/ja/what-you-need-know-about-new-data-protection-rules
https://my.rotary.org/ja/financial-reports
https://www.rotary.org/ja/annual-report-2019
https://www.rotary.org/ja/annual-report-2019
https://my.rotary.org/document/12446
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/518
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/5466
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/575
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/575
https://onedrive.live.com/?authkey=%21ACXP%2Duc4cUKthP8&id=E807CCC4EA676F6E%21479&cid=E807CCC4EA676F6E
http://www.slideshare.net/Rotary_International/ss-65802389
http://www.slideshare.net/Rotary_International/ss-65802389
https://my.rotary.org/ja
https://my.rotary.org/ja/manage/club-district-administration/reports
https://onedrive.live.com/?authkey=%21ACXP%2Duc4cUKthP8&id=E807CCC4EA676F6E%21479&cid=E807CCC4EA676F6E
https://onedrive.live.com/?authkey=%21ACXP%2Duc4cUKthP8&id=E807CCC4EA676F6E%21479&cid=E807CCC4EA676F6E


【恒久基金（シェア）の使用可能な収益がDDFに追加】 
2020‐21年度恒久基金（シェア）の使用可能な投資収益が、地区のDDFに追加されました。2020-21年度の地区の最新

のDDF額については、My ROTARYの「地区で利用可能なDDFレポート」をご覧ください。また、各基金については、

「2020‐21年度基金状況レポート」をご覧ください（アクセス方法はこちら） 

【E/MGAによるオンライン研修の開催】 
第１地域 恒久基金・大口寄付アドバイザー（E/MGA） 中谷 研一 

9月下旬、コロナ禍のなか、E/MGAである第 1地域中谷研一、第 2地域野口英一氏、第 3

地域佐藤芳郎氏が、それぞれ担当地区の恒久基金／大口寄付小委員会委員長を対象に、

寄付推進に関するオンライン研修会を開催しました。 

＜開催概要＞ 

➢ 研修内容：ロータリー財団とは？その目標と各種統計・意義、E/MGAの役割や専門

分野（恒久基金、冠名基金など）、DDF活用法など

➢ 参加地区：第 1地域 13地区、第 2地域 9地区、第 3地域 7地区

➢ その他の参加者： 地区ガバナー/ガバナーノミニー、地区ロータリー財団委員長/資金推進委員長、三木明ロー

タリー財団管理委員会特別アドバイザー、各地域 RRFC/ARRFC

E/MGAは、地域リーダーでありながらまだまだ認知度が低く、自身の所属地区以外の活動状況を伺い知ることができ

ないことが課題でした。そこで、コロナ禍であることで目覚ましい発展がなされた「オンラインツール」を活用し、地区の財

団への理解を深め、E/MGA との関係を構築し協働することを目的に、研修を行うことにしました。初の試みでしたが、

E/MGA と同じく、地区で寄付を集める委員の皆様も寄付のお願いは言いにくい、という同じ悩みを抱えていることもわか

りました。各地区が抱える悩みを共有し、自身の経験を踏まえた助言することもでき、今後、寄付の推進方法や実際に

大口の寄付や冠名寄付の設立についての具体的なご相談にも対応していきたいと思います。参加者からも、「研修の中

で、いくつも参考や勉強になる言葉があった」等貴重なご意見を頂き、また次の機会を設けたいと考えています。 

～E/MGAからのお願い～ 

今年度は、恒久基金、特に「冠名基金」設立とポール・ハリス・ソサエティ（PHS）入会促進等を強調したいと思います。

特に恒久基金は、未来における持続可能なプロジェクトを支える重要な財源です。ロータリー財団は、恒久基金を 2025

年までに 20憶 2500万ドルに成長させる壮大な計画を推進中です。また PHSに入会されるロータリアンは、地区のみ

ならずロータリー財団にとっても非常に重要な支援者です。この観点から、各地区で入会促進が不可欠であり、その為

には PHS認証式をより意義深い式典とする必要があると思います。是非、未来へ続くロータリー活動へのご支援と PHS

入会促進にご協力をお願いいたします。 

「ポリオ根絶」に大きな進展がありました。8月 25日には、皆様のご支援とたゆまぬ努力により、アフリカ大陸からの野生

型ポリオウイルス根絶が宣言されました。今後もロータリー財団は、世界中で多くの皆様と共に、地域社会そして国際社

会で持続可能な活動を継続してまいります。 

ご理解とご支援を頂いている多くの皆様へ心より感謝を申し上げます。 
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【日本のポール・ハリス・ソサエティ会員が1,000人を超えました】 
ポール・ハリス・ソサエティ（PHS）は、ロータリー財団年次基金／ポリオプラス

／承認され補助金へ、一括もしくは合計で毎年 1,000 ドル以上をご支援くだ

さる個人の認証の一つです。 

2013年 7月にロータリー財団の正式な認証プログラムとなり、継続的に活動

を支える原資となっています。10月 26日現在、日本の PHS会員は、1,010

名となりました。 

＜PHS 新会員数の推移＞ 

＜PHS 地区別累計会員数＞  2020年 10月 26日現在 

地区 人数 地区 人数 地区 人数 地区 人数 

2500 10 2590 43 2680 14 2770 43 

2510 51 2600 10 2690 80 2780 28 

2520 2 2610 5 2700 100 2790 54 

2530 44 2620 5 2710 6 2800 1 

2540 3 2630 26 2720 6 2820 60 

2550 20 2640 13 2730 6 2830 13 

2560 19 2650 30 2740 7 2840 7 

2570 31 2660 54 2750 126 
合計 1010 

2580 65 2670 7 2760 21 

入会者には、地区より認証状とピンをお贈りいただいております。 

ポール・ハリス・ソサエティとは？ 

ポール・ハリス・ソサエティ推進用資料（入会フォーム付き） 

オンラインでのご入会
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＜資料＞

寄付者の認証

税制上の優遇措置

オンラインでの寄付

認証ポイント使用申請書 

ポール・ハリス・ソサエティ(PHS) 

PHSパンフレット 

PHS入会フォーム 

PHS認証状テンプレート 

END POLIO NOW 

2019-20年度 ロータリー賞 

＜DDFの寄贈＞ 

ポリオプラス基金に DDF（地区財団

活動資金）を寄贈されますと国際財

団活動資金（WF）から同額の組み

合わせがあり、その合計にゲイツ財

団から 2倍の上乗せがあります。 

例： DDF1+WF1+ゲイツ 4＝6 

※WFからの組み合わせ上限額は

1,000万ドル、ゲイツ財団からの上

乗せ対象は上限 5,000万ドルで

す。

• DDFのオプション

• レポートの開き方
• DDFオンライン寄贈フォーム

＜感謝状＞ 

ポリオプラスへ 1,500 ドル以上のご

寄付をくださったクラブ、DDFの

20％以上をポリオプラス基金へ寄

贈してくださった地区は、次年度に

感謝状が贈られます。 
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https://my.rotary.org/ja/document/paul-harris-society-certificate-template
https://www.rotary.org/ja/about-rotary/history/paul-harris
https://my.rotary.org/ja/document/paul-harris-society-promotional-handout
https://rotary.qualtrics.com/jfe/form/SV_eCYMZ3u8qeCZALb
https://www.rotary.org/myrotary/ja/recognition
http://piif-rfj.org/contribute.html#3
http://map.rotary.org/ja/selfservice/pages/SelectFundF.aspx?FUND=APF
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/10641
https://www.rotary.org/myrotary/ja/paul-harris-society
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/512
https://rotary.qualtrics.com/SE/?SID=SV_eCYMZ3u8qeCZALb
https://my.rotary.org/ja/document/paul-harris-society-certificate-template
http://www.endpolio.org/ja
https://my.rotary.org/ja/document/presidential-theme-and-rotary-citation-brochure-2019-20
http://msgfocus.rotary.org/c/166ddpxgxYSJyrNjc8MpHUVy
https://my.rotary.org/ja/document/available-ddf-district-report
https://rotary.qualtrics.com/SE/?SID=SV_9ztdKml8KEamNmt&Q_JFE=0


補助金 

【補助金による旅行】 
奨学生、ロータリー平和フェローを含め、ロータリーの費用によるすべての旅

行は、ケースバイケースで承認されます。ロータリーの費用による旅行に関す

るご質問は、該当するプログラムの担当職員までお問い合わせください。 

旅行を伴わない活動は、補助金承認後順次進めていただくことができます

が、旅行が制限されている場合は、その国への補助金による旅行を延期し、

計画の変更を地域別補助金担当職員にご連絡いただけますようお願いいた

します。あわせて「Travel Ban List（旅行禁止国・地域のリスト）」（随時更新

あり）もご参照下さい。 

国により、日本からの入国制限や入国後の行動制限などの措置が取られる

場合もありますので、外務省のホームページ「日本からの渡航者・日本人に

対する各国・地域の入国制限措置及び入国・入域後の行動制限」や受け入

れ地区やクラブ、留学先の大学、協力団体などからの情報もよくご確認くださ

い。 

ロータリー平和フェローシップ

【ロータリー平和センター年次セミナー（2020）】 
2020年の国際基督教大学（ICU）のロータリー平和センター年次セミナーは、

新型コロナウイルス感染症（COVID-19)の影響でキャンセルとなりましたが、

こちらから17期生の修士論文の概要をご覧いただけます。 

※現在英語版を閲覧できますが、日本語も追って提供される予定です。

【表彰】 
⚫ ロータリー財団功労表彰状 推薦期間： 11月 1日～12月 31日

⚫ ロータリー財団特別功労賞 推薦期間： 1月 1日～2月 28日

詳細・推薦手続きは、My ROTARY「各種賞・表彰」より 

お願いいたします。 

＜補助金＞ 

ロータリーの補助金

地区補助金とグローバル補助金授

与と受諾の条件 

補助金による旅行 

グローバル補助金ガイド 

地域社会調査の結果フォーム 

地域調査の方法 

協力団体の覚書(MOU) 

＜重点分野＞ 

重点分野の基本方針 

重点分野別ガイド 

•基本的教育と識字率向上
•疾病予防と治療
•地域社会の経済発展
•母子の健康
•平和構築と紛争予防
•水と衛生
モニタリングと評価の計画について

＜プロジェクトのヒント＞ 

アイデア応援サイト

プロジェクトの流れ（ライフサイクル） 

ロータリーショーケース

プロジェクトフェア 

補助金担当職員一覧 

重点分野の担当職員 

補助金レポートの利用方法 

＜オンライン申請＞ 

補助金センター 

補助金センターのご利用ガイド 

グローバル補助金申請のテンプレート 

グローバル補助金報告書のテンプレート 

グローバル補助金 計算表 

<奨学金> 

奨学金の提供 

ロータリー平和フェローシップ

ロータリーの学友

グローバル補助金奨学生のテンプレート 

＜資格認定＞ 

地区の覚書(MOU） 

クラブの覚書(MOU）

クラブの覚書（MOU）の実施に関す

る指針 

クラブの覚書（MOU）ワークシート

クラブの参加資格認定 よくある質問
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https://my.rotary.org/ja/take-action/apply-grants/grant-travel
https://my.rotary.org/ja/document/travel-ban-list
https://www.anzen.mofa.go.jp/
https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html
https://rotaryicu.wordpress.com/2020/08/13/cancelled-the-icu-rotary-peace-center-annual-seminar-2020/
https://my.rotary.org/ja/learning-reference/learn-topic/awards
https://www.rotary.org/ja/our-programs/grants
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/728
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/728
https://www.rotary.org/myrotary/ja/grants-travel-request
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/guide-global-grants
https://my.rotary.org/ja/document/global-grants-community-assessment-results
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/community-assessment-tools
https://my.rotary.org/ja/document/cooperating-organization-memorandum-understanding
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/areas-focus-policy-statements
https://my.rotary.org/ja/document/basic-education-and-literacy-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/disease-prevention-and-treatment-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/economic-and-community-development-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/maternal-and-child-health-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/peace-and-conflict-prevention-resolution-guidelines-global-grant-funding
https://my.rotary.org/ja/document/water-and-sanitation-guidelines-global-grant-funding
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/5676
http://ideas.rotary.org/
https://my.rotary.org/ja/take-action/develop-projects/project-lifecycle-resources
https://my.rotary.org/ja/take-action/develop-projects/project-lifecycle-resources
http://map.rotary.org/ja/project/pages/project_showcase.aspx
https://my.rotary.org/ja/exchange-ideas/project-fairs
https://my.rotary.org/ja/document/rotary-grants-staff-contact-sheet
https://my.rotary.org/ja/document/areas-focus-staff-contact-sheet
https://my.rotary.org/ja/document/using-grants-reports-my-rotary
https://my.rotary.org/ja/user/login?destination=secure/13166
https://my.rotary.org/ja/document/how-use-grant-center
https://my.rotary.org/ja/document/how-use-grant-center
https://my.rotary.org/ja/document/global-grant-application-template
https://my.rotary.org/ja/document/global-grant-report-template
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/global-grant-calculator
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/empower-leaders/create-scholarship
https://www.rotary.org/myrotary/ja/take-action/empower-leaders/support-peace-centers
https://www.rotary.org/myrotary/ja/alumni
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/global-grant-scholarship-candidate-application-template
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/10261
http://www.rotary.org/myrotary/ja/document/6121
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/club-memorandum-understanding-resources-guide-implementing-club-mou
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/club-memorandum-understanding-resources-guide-implementing-club-mou
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/621
https://www.rotary.org/myrotary/ja/document/10021


大口寄付（一括10,000ドル以上のご寄付） 

2020年 9月 11日～10月 16日 確認分（敬称略、寄付日順） 

地区 クラブ 寄付者 地区 クラブ 寄付者 

2800 寒河江 小松 栄一 2510 
札幌 

手稲 
福井 敬悟 

2680 姫路 三木 明 2770 幸手 大塚 辰男 

2570 本庄 高柳 育行 2770 
埼玉 

中央 
松本 輝夫 

2620 浜松 
ハーモニー

中村 皇積 2770 戸田 植野 正裕 

計 8名 

オンライン寄付や諸手続きを要する大きなご寄付の場合、掲載に時間がか

かる場合がございます。

＜視聴覚資料＞ 

ウェビナー（オンライン研修）

My ROTARY 写真＆動画 

Rotary Video（日本語） 

ロータリーの動画（vimeo）

重点分野の動画（YouTube） 

今後の予定 

 

 

11月 24日 

25日 

第 49回ロータリー研究

会および付随行事（オン

ライン）

財団地域セミナー 

ロータリー研究会

国際ロータリー日本事務局財団室 

〒108-0073 

東京都港区三田 1-4-28 

三田国際ビル 24階 

Email: RIJPNTRF@rotary.org  

Tel： 03-5439-5805 

Fax： 03-5439-0405 

大きなご支援を 
誠にありがとうございました。 

財団室 NEWSへの個人データの掲載は、本人の許可を得ています。お名前やクラブ名等個人を特定できる情報

を含むデータの複製、転用、転載等はできません。詳しくは個人データの使用に関するロータリーの方針をご参照

ください。 
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https://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/webinars/upcoming
https://brandcenter.rotary.org/ja-JP/Images-Video
http://vimeopro.com/rotary/rotary-videos-ja
https://vimeo.com/rotary
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGukUvNU_i3KhmDPWahIg75AUIIOoBnaV
https://www.rotary.org/myrotary/ja/calendar
mailto:RIJPNTRF@rotary.org
https://my.rotary.org/ja/personal-data-use-policy


【寄付者の横顔】 
世界中で実施されているロータリーの活動は、ロータリー財団への皆さまからのご寄付を通じて可能となります。「寄付者

の横顔」では、強い意思を持って支援いただいた寄付者と支援の理由をご紹介します。 

今回は、「疾病予防と治療」のための冠名基金を設立、また第2710地区への貢献のために「シェア*」への大きな支援を

続けておられる石川良興様（ロータリー財団の認証：メジャードナー レベル4）より、ご自身の信条について語っていただ

きました。 

第2710地区 ガバナーノミニー 石川 良興 （徳山ロータリークラブ） 

私が腎臓内科に入局した頃、日本では人工透析が導入されるようになり、不治の病とさ

れていた尿毒症患者さんが社会復帰出来るようになりました。外シャントで1回の透析は

８時間かかり、これを1日に2回転、当初は深夜の1～2時まで働いていました。それでも生

死の境の人が元気になるのを見ると、仕事にやりがいを感じ、仕事一筋の人生でした。 

仕事に熱中している間も、美術博物館に書物や噴水を、学校やJR駅などの新築や記念

事業の際には設備や書籍などを寄贈して、少しでも社会に恩返しが出来たらと思ってお

りました。これらの行為が認められ、1996年に内閣総理大臣より紺綬褒章をいただきまし

た。 

私の妻は、55歳でソロプチミストに入会して楽しい老後を過ごしていました。妻の勧めも

あり、私は仕事を息子達に譲り、70歳近くになってロータリークラブに入会しました。 

入会することで、今まで知らなかった人々と友達になり、広く社会を知るようになりました。ロータリーの精神的な礎であ

る5つの奉仕部門についても知り、学ぶことができました。中でも他の会員と共に、ベトナムやタイの恵まれない施設へ奉

仕活動を行い、現地の方に喜んでいただいた事で自分自身の世界観が変わりました。また、米山奨学生のカウンセラ

ーを引き受け、外国人による日本語弁論大会へ審査員として出席することにより青少年奉仕の楽しさも知りました。（第

51回米山功労者 メジャードナー） 

私の信条は、「人生100年時代」に向けての、Rotary Transformation（RX）です。健康寿命を延伸して、より長く5つの

奉仕活動に貢献しよう！と考えています。自分自身に対しては『Noblesse Oblige』（身分の高い者は、それに応じて果
たさなければならない社会的責任と義務がある)、相手に対しては『恕⁑』（思いやりの心）を基本的な道徳観と思ってお
ります。 

5つの奉仕をするためには、精神的、肉体的奉仕だけでは出来ません。経済的奉仕も頑張りましょう。 

*年次基金（シェア）：寄付の50%が3年後にDDFに、残りの50%がWFになります。恒久基金（シェア）：利用可能な収益の

50%がDDFに、残りの50%がWFになります。

⁑論語：子貢問曰、「有一言而可以終身行之者乎。」 子曰、「其恕乎。己所不欲、勿施於人。」 
（訳）子貢がたずねました。「人間として一生貫き通すために大切なことを一つの言葉で表す言葉がありますか？」孔子
さまがおっしゃいました。「それは『恕（じょ）』である。恕とは人に対しての思いやりの心であり、自分が人からされたくない
ことは、他人に対して決して行ってはならない。」 

参考資料： 

ロータリーの恒久基金 冠名基金の設立をご希望される際は、財団室までご相談ください。

「ご支援がかたちになるとき」 ロータリアンが力を注ぐ重点分野の取り組みをご紹介しています。
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ロータリー財団 2020-21年度 9月末 地区別寄付報告 （単位：米ドル）

地区 会員数 
一人当り 

年次基金 
年次基金 ポリオプラス 恒久基金 その他の基金 合計寄付額 前年比 

2500 2,180 18.96 41,329.23 17,921.38 59,250.61 45.0% 

2510 2,482 30.48 75,640.23 4,525.32 1,000.00 10,779.34 91,944.89 270.2% 

2520 2,143 19.58 41,969.62 4,490.77 500.00 46,960.39 70.5% 

2530 2,207 24.65 54,402.17 2,422.62 6,283.04 1,050.00 64,157.83 110.6% 

2540 1,119 22.07 24,698.70 471.70 25,170.40 141.8% 

2550 1,697 20.15 34,187.46 11,020.00 11,283.04 56,490.50 30.4% 

2560 2,064 46.70 96,392.09 14,594.12 300.00 6,825.00 118,111.21 95.2% 

2570 1,557 48.93 76,186.46 18,995.00 21,230.00 116,411.46 76.8% 

2580 2,867 65.57 187,985.17 38,363.70 143,976.84 37,380.00 407,705.71 118.7% 

2590 1,930 57.33 110,649.91 20,156.00 18,038.10 148,844.01 94.5% 

2600 1,903 46.71 88,889.77 23,300.00 7,448.71 119,638.48 103.2% 

2610 2,549 29.29 74,647.62 4,517.38 1,018.87 80,183.87 88.2% 

2620 2,862 27.62 79,046.04 14,656.16 15,160.00 108,862.20 92.6% 

2630 3,090 23.71 73,276.69 9,906.17 2,000.00 7,323.70 92,506.56 125.7% 

2640 1,700 21.87 37,187.40 3,850.71 1,000.00 42,038.11 83.1% 

2650 4,435 40.78 180,841.01 27,614.34 17,788.81 4,251.10 230,495.26 73.8% 

2660 3,554 55.46 197,093.75 83,148.84 25,160.12 5,147.00 310,549.71 107.2% 

2670 2,927 36.18 105,890.20 11,547.32 11,000.00 2,100.00 130,537.52 98.4% 

2680 2,656 38.02 100,975.01 12,080.56 64,909.52 21,145.94 199,111.03 40.9% 

2690 2,980 32.98 98,290.52 20,427.68 4,990.57 34,650.00 158,358.77 77.7% 

2700 3,073 29.98 92,134.65 9,316.81 101,451.46 94.4% 

2710 3,157 51.02 161,085.05 32,189.77 35,300.00 2,310.00 230,884.82 96.9% 

2720 2,354 12.66 29,796.25 7,906.87 3,200.00 40,903.12 75.9% 

2730 2,355 12.41 29,228.98 1,493.19 3,000.00 33,722.17 62.2% 

2740 2,112 12.19 25,746.32 12,415.71 2,400.00 40,562.03 142.8% 

2750 4,631 57.88 268,056.43 52,777.55 48,591.69 6,522.60 375,948.27 107.3% 

2760 4,741 50.03 237,194.96 42,672.72 15,000.00 5,250.00 300,117.68 47.8% 

2770 2,415 72.65 175,461.33 35,344.28 18,393.46 229,199.07 68.8% 

2780 2,286 29.09 66,504.33 5,608.06 7,142.80 79,255.19 69.1% 

2790 2,733 51.25 140,078.74 15,445.13 54,349.90 2,100.00 211,973.77 102.1% 

2800 1,531 36.28 55,551.53 1,187.62 10,075.00 66,814.15 119.7% 

2820 1,881 22.47 42,262.24 4,176.40 10,934.58 1,050.00 58,423.22 83.6% 

2830 1,114 41.16 45,854.16 8,410.63 54,264.79 70.7% 

2840 2,081 25.67 53,410.00 14,018.13 1,162.00 68,590.13 94.7% 

日本 85,366 37.51 3,201,944.02 586,972.64 562,637.05 147,884.68 4,499,438.39 

世界 1,174,890 17.70 20,790,667.73 3,581,456.88 5,801,229.95 7,462,147.70 37,635,502.26 
日本の

割合 7.27% - 15.40% 16.39% 9.70% 1.98% 11.96% 
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2020年11月号 No.1

発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

Region 1 & 2 & 3

今年もあと2か月、世界中を巻き込んだ新型コロナウィルス禍はどうやら年を跨ぐことになりそうです。今月は
アメリカ大統領選挙や東京オリンピックの開催についての最終判断など、来年の世界情勢に大きな影響を与える
出来事がある注目の月になります。

さて我が国では9月の首相交代で、国政に新しい動きが出てきましたが、その中で大きな話題となっているもの
にデジタル庁の新設があります。世界レベルから見て周回遅れと言われていたわが国のデジタル対応レベル。新
型コロナへの対応で官民共に浮彫になってしまったこの話は、行政や企業だけのものではなく、私たち日本の
ロータリーの世界にも当てはまる話でした。

我が国では近年、RIの大きな変化を理解できないとか、とてもついていけないとかいう声があちこちで聞かれ
ましたが、これも大きく遅れをとっているデジタル対応と同じレベルの話ではないでしょうか。

1905年に我がロータリーを立ち上げたポール・ハリスは、1927年ベルギー・オステンドでの国際大会でおこ
なった挨拶で「ロータリーの奉仕理念は哲学ですから、万古普遍のものであり、みだりに変えるべきではありま
せん。いや、絶対に変えてはなりません。しかし奉仕の実践は、社会のニーズに従って大胆に変化させなければ、
誰からも頼りにされないばかりか相手にされません。また奉仕の理念を持って生き残りを賭けるならば、社会の
変化に沿ったクラブの管理運営方法を考えねばなりません。そして、ロータリーが奉仕の理念を貫こうとするな
らば、常にパイオニアとして新しい試みに挑戦し続けることが必要なのです。」 と述べています。まさにわが
国の諺「不易流行」そのものです。

今、このコロナ禍では奉仕の実践については、従来行っていた国を越えての奉仕活動や、多人数の行動参加が
やり辛くなっているのは事実です。またこの経済状況の中での会員増強には厳しい逆風が吹いているとも言えま
す。しかしながら、より魅力ある自分たちのクラブ作りや、地区の管理運営方等所謂ソフト面については、思
いっ切り見直すいいチャンスとも言えるのではないでしょうか。自分たちのクラブや地区の管理運営方が、社会
の変化に沿ったものになっているかどうか？新しい会員を迎えることにふさわしいものになっているかどうか？

これからの時代は何をするにも否応なしにデジタルとデータ、すなわちD系の時代である一方、それを活用する
にふさわしい体制、すなわちソフトがシッカリしていることが今まで以上大切になってくる時代です。

まだ暫くは続くであろうこのピンチの時を、我々ロータリーの奉仕の理念を貫くにふさわしい新しい体制作り
を確立するチャンスに変えようではありませんか。

第２地域 ロータリーコーディネーター補佐 神野 重行（名古屋名駅RC）
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2020年11月号 No.2

発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

第二地域ARPIC2期目の2600地区・佐久RCの原拓男です。皆様と共に勉強しながら公共イメージと認知度の向上
に努力したいと思います。

さてコーディネーターニュース10月号で第１地域、寺嶋哲生ARPICが三地域合同オンラインセミナー報告を行い
ました。辰野克彦RI理事はセミナー冒頭の挨拶でアフリカでポリオが根絶されたがマスコミ報道でロータリーの
果たしてきた功績が触れられなかった事を指摘され未だロータリーの公共イメージの向上が手法として不完全で
ある事に対する反省の弁を述べたと紹介しました。合同セミナーでは公共放送であるNHKがニュースなどでロー
タリーを扱ってくれる事が重要だという意見がありました。幸い私はロータリーが縁でNHK関東甲信越番組審議
会委員長を拝命しており辰野克彦RI理事、服部陽子第二地域RPICと連携してNHKの幹部に直接色々なアプローチ
を行いました。

先ずRIのブログ「ロータリーボイス」に掲載されている10月24日の世界ポリオデーに行われる世界や日本のイベ
ント情報やロータリーが今まで如何にポリオ根絶に貢献して来たかの資料を提供しました。またポリオ根絶は
1982年日本の2580地区（東京・沖縄）の麹町RCが創立15周年事業として会員の山田ツネさんと峰英二さんを中心
に「南インド・ポリオ免疫プロジェクト」を行った事が始まりで国際ロータリーの最優先目標「ポリオ根絶」は
日本のロータリークラブから始まった事などの資料も提供しました。私たちが提供した資料でNHKがロータリー
をどの様に扱ってくれるかは判りませんが少なからず扱ってくれる事を期待しています。しかしこうしたマスコ
ミを活用する事も重要ですが私たちロータリアンがロータリー財団や米山記念奨学会が長年、世界でどんな良い
事をして来たかを学び身近な人たちに伝えて行くミニコミも非常に大事だと思っています。

辰野克彦RI理事はこの問題に対しRIに質問を行いました。返事の一つにロータリーによるポリオ根絶活動の話題
を広げるにはクラブ、会員、RPICによる地元メディアへの働きかけに期待していますとあります。私たちに出来
る事を行い公共イメージと認知度が向上すれば会員増強に繋がり今以上に社会に貢献できるでしょう。

第２地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 原 拓男（佐久RC）

Region 1 & 2 & 3
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ロータリー希望の風奨学金

2020/10/09

10 月となり、散歩の途中、やっと虫の声が聞こえるようになりました。奨学生達
もリモート授業が終わり、通学するようになってきました。少しづつですが元の生
活に戻れるようになってきています。そんな奨学生から届いたお手紙をご紹介しま
す。

2020.10.06 奨学生からのお手紙

ロータリー希望の風奨学金 ご担当者様

お世話になっております。ロータリー希望の風奨学金を受給しております○○○○です。在学

証明書を提出いたします。遅くなり誠に申し訳ありません。新型コロナの影響で遠隔授業となり、

半年ほど進学先のアパートではなく実家で暮らしていたため、アパートに届いていたこちらの書類

を確認することが出来ませんでした。こちらの奨学金をいただけないと経済的に苦しく、困ってお

ります。提出が遅れましたが受給していただけると助かります。よろしくお願い致します。

(以下は、期末アンケートへの回答です）

３.１１の震災に関してはもうすぐ１０年になるので関心が薄れていくのは仕方がないかもしれ

ません。しかし、私はこの奨学金で学びたいことを学ぶことができているので感謝しています。も

し似たような環境の人がいれば大学へ進学して欲しいと思います。そのために私が協力できること

があれば協力したいです。

「私たちロータリアンは、東日本大震災のことをけっして忘れません」

2020 年 7 月～9 月 収支計算報告 9 月 30 日現在

※上記の表は、2020 年 7 月～9 月の月別の資金変動です。

7 月実績 8 月実績 9 月実績

前月繰越金 338,516,400 331,711,843 324,224,595

収入の部 支援金 900,173 300,000 176,000

雑収入 0 25,603 0

収入合計 900,173 332,037,446 324,400,595

支出の部 奨学金 7,700,000 7,800,000 7,750,000

振込手数料 0 0 0

設備費 0 0 0

通信費 4,730 12,851 4730

手数料 0 0 0

消耗品費 0 0 0

会議費 0 0 0

備品費 0 0 0

雑費 0 0 0

支出合計 7,704,730 7,812,851 7,754,730

次月繰越金 331,711,843 324,224,595 316,645,865
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ロータリー希望の風奨学金

2020/10/09

奨学生の状況(単位：人数) 2020.09.03 現在

年度 現在 継続 新規 再開 復学 退学 休学 留年 停止 卒業

155 155 147 5 3 0 0 0 0 0 0

※プログラム開始以来の奨学生の素数は 471 名となっています

※2020.09.30 時点の奨学生は 155 名です。継続有資格者から在学証明書の提出が 3 と新規 5 名で

現在 155 名に奨学金が給付されています。

7 月度地区別支援金実績

※地区・クラブ名等は「ロータリー希望の風奨学金」のホームページをご覧ください。

ロータリー希望の風奨学金の支援活動をご紹介します
※支援金を振り込まれたときに送っていただく「送金確認書」に書かれたコメントをご紹介致します。

地区大会事業、周年記念事業、チャリティ活動など、お知らせください。

お詫び
ロータリーの友(２０２０年９月号 Vol.68 No.9 ）でお知らせした（資料２-１地区別支援金実績）のうち、

下記の誤りが判明致しましたのでご報告いたします。ご支援者よりご指摘をいただき、再集計した結果判明致し

ました。誠に申し訳ありませんでした。

文責：ロータリー東日本大震災青少年支援連絡協議会

委員長/地葉新司/2010-2011PG/潟上 RC）

2520 地区 1 件 121,000 円 2790 地区 1 件 50,000 円

2580 地区 5 件 5,000 円 件

地 区 誤 正

2580 地区 7,603,227 円 7,703,227 円

2790 地区 1,422,370 円 1,482,370 円

個人団体 280,000 円 120,000 円

2820 地区 0 円 183,664 円

2620 地区 186,664 円 0 円

2570 地区 5,723,177 円 5,523,177 円

2710 地区 0 円 200,000 円

連絡先
ロータリー東日本大震災青少年支援連絡協議会

〒104-0031
東京都中央区京橋 2-11-8 全医協連会館 1 階

国際ロータリー第 2580 地区ガバナー事務所内
Tel:03-5250-2050 Fax:03-4586-6393

メール：mail@kibounokaze.com

支援口座（口座名義）
ロータリー東日本大震災青少年支援連絡協議会

千葉銀行 銚子支店 普通 3549340

23    GOVERNOR'S MONTHLY LETTER November 2020 | 2020-21 Rotary International District 2760



バギオ基金設立時より、多くのご協力を頂き有難うございます。東京の２地区の後援金額は以下の通りです。 

バギオ基金 ロータリークラブ別後援金額《1981年(設立)～2019年度》2020年 6月 30日

 

2020年 11月号 Vol.81 

会長 多田   宏（2580地区) 

幹事 平塚  隆志（2750地区） 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-9 新盛ビル 5F 

TEL03-5367-1937  FAX03-5367-1938 
E-mail baguiofund@eos.ocn.ne.jp  http://www.baguiofund.or.jp

過去のバギオだより ⇒  http://www.baguiofund.or.jp/favorite.html

一般財団法人 比国育英会バギオ基金 
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Baguiofund 
nd  

寄付金受入口座 ： 郵便振替 00130-0-102022  ｻﾞｲ）ﾋｺｸｲｸｴｲｶｲﾊﾞｷﾞｵｷｷﾝ 

三井住友銀行 東京中央支店 普通 8246604 ｲｯﾊﾟﾝｻﾞｲﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝ ﾋｺｸｲｸｴｲｶｲﾊﾞｷﾞｵｷｷﾝ 

「バギオ基金」について、よりご理解を頂くために、卓話に伺わせていただきます。 
ご希望のＲＣは基金事務局までお申し込み下さい。 

〇東京東村山ロータリークラブ 【9月 17日(木)】 

野村高章評議員が「バギオ基金について」バギオ基金の設立

から現在に至るまで及び現況について、ＤＶＤ等で卓話を行

いました。 写真右：野村高章評議員 

卓話報告 

◇ 後援ロータリークラブからのご寄付 

●東京臨海西 RC      ●東京武蔵府中 RC      ●東京立川 RC

●東京浅草 RC

冨井征也

●東京東村山 RC

野村高章

●東京葛飾東 RC

町田武久

●東京神田 RC

多田 宏

●東京臨海 RC

斉藤 実（2 件）

●東京城西 RC

皆川明良

菊池吉純 

●東京杉並 RC

田畠宏一

古屋文男 

●福島しんたつ RC(福島県)

山田 稔

◇ 後援者（個人・法人）からのご寄付  （敬称略）

●東京青山 RC

片木瑠璃子

浅田芳子 

●東京銀座 RC

服部悦子

●東京八王子南 RC

小松政見

◎バギオ基金へのご協力に感謝いたします

受入寄付金額（昨年度）

6 月 21 日以降昨年度の受入寄付金は 42

件 536,000 円 です。

2019-2020 年度の寄付金受入額の合計は

247 件 9,120,510 円 になりました。

◇ 受入寄付金額 

8 月 21 日～10月 20日までの 2ケ月間の受入寄付金は 18 件 542,000 円 です。 

2020-2021 年度の寄付金受入額の合計は、45 件 1,343,000 円 になりました。 

◎ 第４２回バギオ訪問交流の旅

2021年 2月 11日(木祝)～2月 14日(日)の日程で予定しています。

募集要項はホームページにも掲載しています。第１次〆切は 12月 18日となります。

また、延期となる場合は、4月末～5月初めに渡航する準備も考えております。

参加ご希望の方は、バギオ基金事務局までお問い合わせください。

〇東京新宿ロータリークラブ【10月 9日(金)】 

斉藤実副会長が卓話依頼を受け伺いました。バギオ

基金の卓話で伺うのは２回目でしたが、現在のバギ

オ基金の活動も含め、お話しました。

 写真右：斉藤実副会長 

〇東京蒲田ロータリークラブ【9月 28日(月)】 

平塚隆志幹事が、新会員セミナーで、バギオ基金の経緯や 

奉仕活動について卓話を行いました。 

写真左：平塚隆志幹事 
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7/1会員数
(7/1退会
含む)

8/31
会員数

9/30
男性
会員数

男性入会
(9/1-9/30)

男性退会
(9/1-9/30)

9/30
女性
会員数

女性入会
(9/1-9/30)

女性退会
(9/1-9/30)

9/30
会員数

半田 59 61 56 0 0 5 0 0 61
常滑 40 41 41 0 0 0 0 0 41
東海 48 49 46 0 0 3 0 0 49
東知多 22 22 21 0 0 1 0 0 22
半田南 33 33 32 0 0 1 0 0 33
知多 18 18 17 0 0 1 0 0 18
大府 24 23 23 0 0 0 0 0 23
7RC 244 247 236 0 0 11 0 0 247

一宮 111 112 111 0 1 0 0 0 111
津島 57 58 54 0 0 4 0 0 58
尾西 18 18 17 0 0 1 0 0 18
一宮北 42 42 37 1 0 6 0 0 43
稲沢 42 42 41 1 0 2 0 0 43
あま 72 71 68 0 0 3 0 0 71
名古屋清須 32 32 31 0 0 1 0 0 32
尾張中央 31 31 31 0 0 0 0 0 31
一宮中央 48 49 44 1 0 6 0 0 50
9RC 453 455 434 3 1 23 0 0 457

瀬戸 55 55 52 0 0 3 0 0 55
犬山 49 53 53 0 0 0 0 0 53
江南 45 45 44 0 0 1 0 0 45
小牧 35 35 31 0 1 3 0 0 34
春日井 54 56 55 0 0 1 0 0 56
尾張旭 23 23 18 0 0 5 0 0 23
名古屋空港 49 51 50 0 0 1 0 0 51
瀬戸北 47 47 40 0 0 7 0 0 47
岩倉 8 8 7 0 0 1 0 0 8
名古屋城北 26 26 22 0 0 4 0 0 26
愛知長久手 16 17 12 0 0 5 0 0 17
愛知ﾛｰﾀﾘｰE 18 18 13 0 0 5 0 0 18
12RC 425 434 397 0 1 36 0 0 433

名古屋 172 176 178 3 0 1 0 0 179
名古屋西 88 100 99 0 0 1 0 0 100
名古屋南 100 101 103 2 0 0 0 0 103
名古屋みなと 62 63 61 0 0 2 0 0 63
名古屋東南 89 89 78 0 0 11 0 0 89
名古屋中 139 141 141 0 0 0 0 0 141
名古屋瑞穂 69 70 70 0 0 0 0 0 70
名古屋大須 53 53 50 1 0 4 0 0 54
名古屋栄 108 109 109 0 0 0 0 0 109
名古屋名南 55 56 45 0 0 11 0 0 56
名古屋名駅 83 84 75 1 1 10 1 0 85
名古屋丸の内 46 46 38 0 0 8 0 0 46
中部名古屋みらい 22 22 15 0 0 7 0 0 22
13RC 1,086 1,110 1,062 7 1 55 1 0 1,117

2020-21年度　会員数報告（2020年9月末）

クラブ名

南

尾

張

分

区

西

尾

張

分

区

東

尾

張

分

区

西

名

古

屋

分

区
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7/1会員数
(7/1退会
含む)

8/31
会員数

9/30
男性
会員数

男性入会
(9/1-9/30)

男性退会
(9/1-9/30)

9/30
女性
会員数

女性入会
(9/1-9/30)

女性退会
(9/1-9/30)

9/30
会員数

名古屋北 103 102 104 2 0 0 0 0 104
名古屋東 85 85 85 0 0 0 0 0 85
名古屋守山 56 57 50 0 0 7 0 0 57
名古屋和合 87 88 89 1 0 0 0 0 89
名古屋名東 56 57 49 2 0 10 0 0 59
名古屋名北 34 35 28 0 1 6 0 0 34

名古屋千種 35 35 29 0 0 6 0 0 35

名古屋昭和 52 52 48 0 0 4 0 0 52

名古屋錦 35 35 24 0 0 11 0 0 35

名古屋東山 27 28 21 0 0 7 0 0 28

名古屋葵 19 19 19 0 0 0 0 0 19

名古屋アイリス 31 32 18 0 0 14 0 0 32

12RC 620 625 564 5 1 65 0 0 629

豊橋 114 115 114 2 0 3 0 0 117

蒲郡 61 59 59 0 0 0 0 0 59

豊橋北 60 60 56 1 1 4 0 0 60

豊川 66 67 66 0 0 1 0 0 67

田原 40 40 39 0 0 1 0 0 40

豊橋南 48 53 53 1 1 0 0 0 53

新城 41 42 40 0 0 2 0 0 42

渥美 35 34 34 0 0 0 0 0 34

豊川宝飯 70 70 67 0 0 3 0 0 70

豊橋ゴールデン 58 58 56 1 0 3 0 0 59
田原パシフィック 43 47 45 0 0 2 0 0 47

豊橋東 52 53 50 0 0 3 0 0 53

12RC 688 698 679 5 2 22 0 0 701

岡崎 78 79 75 1 0 5 0 0 80

豊田 97 100 100 1 0 1 0 0 101

岡崎南 83 83 80 0 0 3 0 0 83

豊田西 111 112 112 0 0 0 0 0 112

岡崎東 52 52 51 0 0 1 0 0 52

豊田東 81 83 81 1 0 3 0 0 84

岡崎城南 60 61 61 0 0 0 0 0 61

豊田三好 21 21 21 0 0 0 0 0 21

豊田中 46 47 38 0 0 9 0 0 47

名古屋宮の杜 44 46 43 0 0 2 0 1 45

愛知三州 29 29 26 0 0 3 0 0 29

11RC 702 713 688 3 0 27 0 1 715
西

三

河

分

区
刈谷 92 96 91 1 0 6 0 0 97

安城 54 55 47 0 0 8 0 0 55

西尾 77 77 75 0 0 2 0 0 77

碧南 64 66 62 0 0 4 0 0 66

西尾一色 23 23 21 0 0 2 0 0 23

高浜 33 32 29 0 0 3 0 0 32

知立 56 57 58 1 0 0 0 0 58

西尾KIRARA 58 58 58 1 0 1 0 0 59

三河安城 66 66 58 0 0 8 0 0 66

9RC 523 530 499 3 0 34 0 0 533

4,741 4,812 4,559 26 6 273 1 1 4,832

クラブ数

会員数 内男性 4,472 会員数 内男性 20 会員数 内男性 87

4,741 内女性 269 4,832 20 内女性 0 91 内女性 4

クラブ名

東

名

古

屋

分

区

東

三

河

分

区

西

三

河

中

分

区

合計

9
月
集
計

2020年7月1日の会員数 9月
会員数

当月の会員増減数 7/1からの会員増減数

85ＲＣ
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Rotary ⑱ 
District 2760 

”N●99· 

【地区力針】

「fi動するロ ー タリアン！

恨界で何かよいことを

しよう、 TOGETHER!」

嘉醤な
国際ロ ー タリ ー第 2760 地区

2020-21 年度

地区大会の
こ‘案内

今地区大会では、 リアル参加のゲストやメンバー と、 オンライン参加のメンバー、
ビジタ ー を交えたハイブリッド運営で、 New Normalな地区大会を開催します。

一

2021年 3 月 14 日

一
ひがしこくばるひでお

東国原英夫氏
生年月日：1957年9月16日

宮崎県都城市生まれ

2007年1月 第52宮崎県知事に就任

2011年1月 宮崎県知事任期満了にて退職

201 2年12月第46回衆議院議員総選挙

近畿比例区で当選

2013年12月衆議院議員辞職

一
13:00 本会議開会

特別出席者・出席クラブ紹介
13:15 RI会長メッセー ジ

主催者挨拶並びに現況報告

大会決議報告

記念事業発表・目録贈呈
14:00 感謝状・記念品贈呈・表彰

14:30 ガバナー特別企画！
「新型コロナ禍のNew Normal」

15:00 記念講演

講師 東国原英夫氏

点鐘

17:00 大懇親会

RID2760大懇親会開会

乾杯・アトラクション

閉会

Rotary Opens Opportunities 

一 名古屋駅から電車で28分！
中部国際空港直結

愛知県国際展示場
常滑市セントレア5-10

�AICHI
SKYEXPO 

オンサイト登録料（大懇親会登録料込み）
会員：10,000円／こ家族：5,000円

オンライン登録料会員：5,000円

"rn町詈』

一
R!D2760岡部ガバナー主催！

大懇親会！

11 I I I l ●,, "',.

※当日は新型コロナウィルス感染症対策を万全にいたしますが、 今後の
状況の変化によっては、 予定が変更される場合があります。

〒460-0003
名古屋市中区錦二丁目15番15号豊島ビル3階ガバナ ー事務所内

TEL:090-6087-2760 chikutaikai20-2l@chiryu-rc.jp 

【知立RC事務局】
〒472-0033 知立市中町中128ホテルクラウンパレス知立510号室
TEL:0566-84-2760 office@chiryu-rc.jp 
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2020-21 RID2760 DISTRICT CONFERENCE 

1 地区大会に寄せて

竺翌®
2020-21年度ガバナー 岡部努

ロータリーは機会の扉を開く

2020-21年度国際ロータリー 第2760 地区の地区大会は、 知立ロータリ ークラブさんのホストで、

昨年竣工したばかりの愛知県国際展示場で2021年3月14日（日） に開催されます。

2020-21年度ホルガ一・クナークRI会長は、 「ロータリーは機会の扉を開く」というRIテ ーマを

唱えられました。 テ ーマロゴの3つの 「機会の扉」にはローターアクトが入っています。 「機会の扉 （奉仕プロジェクト）」

を通じて多くの人々を招き入れましょう、 というメッセ ージで、 これまで以上に奉仕プロジェクトの推進を推奨されていま

す。 これを受けまして、 私は2020-21年度の地区方針を、

「行動するロ ー タリアン！世界で何かよいことをしよう、 TOGETHER !」

ーロ ー タリークラブの奉仕が、 世界の平和につながってゆきます 一

と、 いたしました。

また、 地区ビジョンも新たに策定し、 『私たち第2760地区は、 RIテ ー マをよく理解した上で、 それぞれの地域、 クラブの特

性を鑑みて「活力のある、 個性に満ちた、 多様性のある」クラブが活躍できる場所・場面を提案・支援してゆきます』とし、

「クラブがロ ー タリー活動の中心を担う」ことを明確にいたしました。

本年は、 新型コロナウイルスという歴史に残る災害に見舞われ、 ロータリークラブの活動もかなりの制約を受けています。

しかし、 ロータリアンの情熱の火は燃え続け、 この第2760 地区でも様々な奉仕が継続し、 新設もされています。

特にDDFが関わる奉仕プロジェクトは66件にもなっています。 素晴らしいことです。 感謝いたします。 今、 私たちロータ

リーの活動に世界は期待を寄せています。

最後に、 様々な困難を乗り越え、 この地区大会を企画・運営していただいております知立ロータリークラブ及び関係者の皆

様に心から感謝を申し上げ、 地区大会が奉仕の喜びを分かち合う場となることを心より祈念して、 私の挨拶とさせていただ

きます。

竺翌®
地区大会実行委員長

知立ロータリークラブ
磯貝 一 己

今回知立ロータリークラブが、 2020-21年度地区大会ホストをさせていただくことが承認されて以来、

岡部ガバナー指導のもと地区大会の方針に基づき企画立案・準備を着々と進めてまいりましたところ、

新型コロナウィルス感染症拡大の脅威に見舞われ、 企画の変更を余儀なくされました。 メンバーの皆

様に今地区大会のご案内が大変遅くなり申し訳ございませんでした。

そこで、 本年度地区大会では、 この経験を基にオンサイト参加のゲストやメンバーと、 オンライン参加のメンバー、 ビジター

を交えたハイブリッドな運営での、 「New Normal な地区大会」を企画いたしました。

オンサイトでは徹底して新型コロナウィルス感染症対策を万全にして、 メンバーの安全を確保し、 本会議、 講演会とも多くの

メンバーが集い、 楽しめる企画をいたします。 更に、 例年にはない記念大懇親会を開催し、 地区内全メンバーとの親睦を深め、

年代間のコミュニケー ションが図れるよう企画をいたしました。

また、 オンラインでは地区大会すべてのスケジュ ールを当日の同時刻に Web 配信をして、 やむなく来場できない方々にも情報

共有できるよう、 スマートでスムースな進行に心掛け企画をいたします。

参加機会を拡大した、 「New Normal な地区大会」に全員登録して頂き、 全員参加で地区大会を大いに楽しみましょう！

多くの会員の方々の参加を、 知立ロータリーメンバー全員が心よりお待ちしております。
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鶴

地下鉄 東山線

豊島ビル

豊島ビル ３階
ガバナー事務所

三井住友銀行

りそな銀行

日本銀行

地下鉄伏見駅
１番出口

Ｃ番出口

名古屋インター
シティビル

ガバナ一事務所 案内図 

〒460-0003 名古屋市中区錦二丁目15番15号 豊島ビル3階
TEL : 052-203-2760 ／ FAX : 052-201-1670
E-mail : governor20-21@rotary2760.org ／ URL : https://www.rotary2760.org/

ガバナー事務所

TEL : 052-211-2760 ／ FAX : 052-211-0230 ／ E-mail : fbranch@rotary2760.org 
ロータリー財団

TEL : 052-228-0808 ／ FAX : 052-211-0230
E-mail : （米山）ybranch@rotary2760.org ／ （青少年交換）yebranch@rotary2760.org

米山・青少年交換

TEL : 052-201-2760 ／ FAX : 052-201-1670 ／ E-mail : governor21-22@rotary2760.org 
ガバナ一エレクト事務所
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